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この本は以前はドイツ語の Ergebnisse der Anatomie und Entwicklungs-
geschichte が名が変って， このような総説の雑誌となったものである。著者は
ドイツ Hamburg大学の解剖の PDDr.で 1939生れとかいである。
内容は表皮，真皮の神経終末の透過型， 走査型電子顕微鏡を用いた研究であ
る。材料はモグラ，ネコ，ブタ，サJレが用いられ，皮膚の採取部分は，辰，掌，
指，鼻口部等がしらべられている。方法的にはとくに新しいことはない。
神経終末は表皮内の自由終末と Merkel終末，また真皮内の球状および包被
膜終末の数種が示されている。また毛に附属する知覚性終末も研究されている。
電子顕微鏡写真約 50枚とオリジナ Jレ模式図 20枚が配列されている。各項目ごと
に文献的討論がなされて，微細構造的な分類がなされている。文献は 19世紀の 
Langerhans，Merkel，Ranvier，Retziusより 1972年頃までの皮膚神経終末に
関するもの約 250以上が網羅されている。この点でやや最近の文献に欠けている
ことは惜しまれる。
電子顕微鏡写真は上質紙に美しく印刷されているが，一般に神経終末の概観に
とどまり，一部分の強拡大像がとぼしいきらいがある。このことは知覚生理学の
研究者への貢献がやや少くなるのではないかと心配される。とくにシナプス部分
の細胞膜の厚さ，その電子線透過性等を充分に示すような写真が少いのは残念で
ある。模式図はその細胞構築的にわかりやすいが，やはり構造より機能を推測さ
せるような模式図は少い。このことはドイツ流の形態学は機能学と根本的に異る
という伝統的な習慣によるものかと思われる。
皮膚における知覚神経終末の微細構造にかんする総説として，解剖学，皮膚科
学の研究者には大変に参考になるものであり，今後この方面をさらにくわしく研
究するものへのよきガイドブックとなるものである。
筆者はこの著者について何の知識もないし， また昔の Ergebnisse der 
Anatomie und Entwicklungsgeschichteをあまり読んだこともないものであ
るが，おそらく以前の Ergebnisseはドイツのその方面のオ{ソリティが執筆し
たと思われる。この論文はこの著者の“教授資格研究論文"-Habilitations-
schriftー ではないかと推察される。 (永野俊雄)
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